
３３ 

議 事 日 程  （第２号） 

 

令和５年９月14日（木）午前10時開議 

 

日程第１        一般質問 

             質問順序  １．14番 竹内 祐子 

                   ２．４番 山口 裕教 

                   ３．７番 滝本 幸夫 

                   ４．６番 加藤 治司 

                   ５．８番 三上  元 

 

 

 

○本日の会議に付した事件┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄議事日程に掲げた事件に同じ 

○出席及び欠席議員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○説明のため出席した者┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 

○職務のため議場に出席した事務局職員┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄┄出席表のとおり 
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午前10時00分 開議 

○議長（馬場 衛） ただいまの出席議員は18名で

あります。定足数に達しておりますので、本日の会

議を開きます。 

 本日は傍聴席へ報道機関が入っております。なお、

撮影を許可した者には許可証を交付しておりますの

で、御報告いたします。 

 ここで、副議長より挨拶を申し上げます。10番 

菅沼 淳君。 

  〔副議長 菅沼 淳登壇〕 

○副議長（菅沼 淳） 副議長の菅沼 淳でござい

ます。議員を代表し、一言御挨拶を申し上げます。 

 まずは、本日はお忙しい中、大勢の皆様方が傍聴

に足をお運びいただきまして、誠にありがとうござ

います。まずもってお礼を申し上げます。 

 また、定例会のＹｏｕＴｕｂｅ、動画配信を御視

聴いただいている皆様方にも、市政に関心をお寄せ

いただき重ねてお礼を申し上げます。 

 今年も暑い夏でありました。さきの大戦におきま

しては、国を守る、ふるさとを守る、家族や愛する

人を守る、そのような思いから戦い、惨禍された軍

人の方々、また武器を持たず命を落とされた民間の

犠牲者は合わせて310万人以上と言われております。

今、私たちは戦い、また犠牲となって失われたとう

とい命の代償の下で、平和を享受していると言って

も過言ではないと思います。二度と繰り返してはな

らないと不戦を誓い、決して忘れてはならない戦後

78回目の夏でありました。 

 また、暑い夏の代名詞でもあります第105回全国

高校野球甲子園大会が４年ぶりに入場制限を解除し、

開催されました。観客の熱い声援と球児の熱闘、そ

して熱闘によって生まれるドラマに感動した恒例の

夏でもありました。 

 季節も９月に入り、朝夕の爽やかな気候は秋の気

配を感じるところであります。新学期も始まり、登

下校の子供たちのにぎやかな声に元気をもらい、実

りの秋、食欲の秋、スポーツの秋、観光の秋、読書

の秋、また市内各地の神社では祭典が催され、１年

を通し、最も充実した日々を送れる季節であると思

います。 

 同時に、一方では台風が頻繁に襲来する季節でも

あり、被害の発生を心配する季節でもあるといった

ところではないでしょうか。 

 政治に目を向ければ、国も地方も議員の不祥事が

後を絶ちません。住民の代表として、日常の生活に

おいても模範、手本を求められ、ルールを定める機

関の一員が自らルールや倫理に反する行いは、住民、

有権者の信頼を裏切るとともに、議員としての資質、

存在を問われるところであります。厳しい処分が必

要と考えるところであります。 

 さて、本日より３日間にわたり14名の議員によっ

て一般質問が行われます。 

 一般質問は、市民の皆様におかれましても注目

度・関心度は高いものであり、議員個々の評価の対

象となる機会でもあります。 

 議員の皆様には、本日よりの一般質問において市

政全般、一般事務について確かな根拠の下に分かり

やすく、鋭く疑問点をただし、建設的かつ前向きな

提案や議論をしていただくことはもとより、私たち

議員の一言一句、一挙手一投足、立ち振る舞いは大

変注目されるところでもあります。 

 一般質問に限らず、定例会、そして日常におきま

しても湖西市議会の品位・権威・尊厳を損ねること

のないよう改めて襟を正し、御留意をいただきます

ようお願いを申し上げまして私の御挨拶といたしま

す。 

 御清聴ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 挨拶は終わりました。 

 本日の議事日程はお手元に配付のとおりでござい

ます。 

 今回、14名の議員の一般質問が通告されておりま

す。一般質問の日程を本日から３日間予定しており

ますので、本日５名、15日に５名、19日に４名の一

般質問を行うことといたします。予定された３日間

の日程で全ての一般質問が終えられるよう、質問者、

答弁者の御協力を強くお願いいたします。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 日程第１ 一般質問を行いま

す。 

 本日の質問順序は、受付順により１番 竹内祐子
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さん、２番 山口裕教君、３番 滝本幸夫君、４番 

加藤治司君、５番 三上 元君と決定いたします。 

 初めに、14番 竹内祐子さんの発言を許します。 

  〔14番 竹内祐子登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、14番 竹内祐子さ

ん。 

○14番（竹内祐子） 14番 竹内祐子でございます。

本日は２題、老人クラブ活動についてと新居弁天公

園の再整備についてを質問させていただきます。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、老人クラブ活動についてを質問させて

いただきます。 

 老人クラブ活動についての一般質問は繰り返され

ておりますが、進展が見られておりません。老人ク

ラブの課題は、加入率の低下、役員の成り手不足、

会員の高齢化でクラブが存続できなくなっているこ

とです。 

 市では、連合会との話合いや老人クラブの実態調

査はされたのでしょうか。市が目指す共生社会の構

築に、老人クラブの活動は地域貢献していることが

たくさんあります。地域が衰退しないためにも老人

クラブの存続は大きなものがあります。 

 老人クラブを高齢者福祉だけで考えるのではなく、

地域福祉計画においても重層的支援体制整備事業の

支え合いの居場所の支援ができるのは、支え合いの

地域作りを担っていただけると考えています。 

 住民同士の出会いや居場所の支え合いができるの

は老人クラブという組織です。昨年の６月定例会の

一般質問、老人クラブの活性化についてでは老人ク

ラブは必要な団体と考えているので支援していきた

いと答弁されています。課題解決のための具体的な

支援内容を確認させていただきたいと思います。 

 質問の目的ですが、市が目指している地域の支え

合い活動をさらに一歩前進するために、老人クラブ

は必要な団体です。早急に市が一丸となって老人ク

ラブの活動支援をしていただき、支え合いの地域づ

くりを推進するために行います。 

 質問に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○14番（竹内祐子） 老人クラブを活性化する方策

をもう一度伺いたいと思います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。健康福祉部長。 

  〔健康福祉部長 袴田晃市登壇〕 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 令和４年度に老人クラブ活性化会議として、老人

クラブ連合会及び単位老人クラブの代表者と計６回

の話合いを行いました。 

 活性化会議におきまして、単位老人クラブの活性

化に向け、３つの活動方針を決めました。 

 １つ目は、魅力的なクラブづくりです。 

 市で実施している介護予防教室のシニアスクール

や社会福祉協議会が実施しているふれあい・いきい

きサロンなどへのクラブ会員の積極的な参加の呼び

かけを行いました。 

 ２つ目として、会員を増やす施策の展開です。 

 勧誘チラシを連合会で作成し、地域で活用してい

ただけるよう配布を行いました。 

 ３つ目として、周知とＰＲです。 

 今後は、自治会と連携しながら地域の中での老人

クラブの存在価値をアピールしていく方法や手段に

ついて、連合会等と協議を進め展開してまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 令和４年度のときに活性化会

議を６回ほど行っていただいて、皆さん、会員増強

とかそういうのに取り組むようにされたというお話

でありました。 

 しかし、なかなかそれがどのクラブも見えてこな

い状況であったので、やはりＹｏｕＴｕｂｅを御覧

になっていた方からは、その後どうなったかと私に

聞かれたことがありましたので、引き続きその結果

がどうなったかというのを今伺っているわけです。 

 役員になられた方は、そのようにして一生懸命行

動を起こしていると思うんですけれども、会員さん

隅々にまでそういうことが伝わっていないように思

うんです。役員になった方はやはり、個々に回って

そういう声かけをされていますけれども、なかなか

それが多くの方に伝わらず、小さな力ではなかなか
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大きな成果が上がってこないという実態です。 

 私が先輩の質問をされた後に、やっぱり県のほう

の報告事項を読ませていただいたときに、やっぱり

それぞれの単位クラブが市でやっている地域包括ケ

アの進め方とか、フレイル予防教室とかお料理教室

とかスマホ教室ですよね、今盛んにやられているそ

ういうのを老人クラブさんにやっぱり発信していっ

て、皆さんで取り組んでいただいたという報告がた

くさん載っていたんです。そこの中で、それぞれの

老人クラブの会員さんが、やはりそういうものにや

ってよかったっていう報告が、感想が載っていて、

ただ昔のように高齢者の方が集まって好きなことを

するんじゃなくて、行政のこれからの方向性とか、

やはり高齢者であっても、しっかりと行政の取組に

参加するっていう意識づけができたっていうことが

とてもよかったというふうに載っていたので、私も

できることならば湖西市の老人クラブ活動さんとい

うのはどっちかというと、スポーツとかそういうも

のがすごく目に見えていて、そこのスポーツに参加

している人たちも生き生きとやっていらっしゃいま

すけど、どなたも一年一年、年を取っていってしま

って高齢化になってしまって、高齢化でそのクラブ

を存続できないという悪循環がつながっているので、

やはり若い人を加入させるためには、やはり一人一

人の声かけが大事じゃないのかなと思っています。 

 チラシをつくって呼びかけをしているって言うん

ですけれども、そのチラシの効果というのはありま

したか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 また、チラシを配って半年程度となりますのでま

だちょっと実態につきましては連合会のほうの状況

をまだ確認できておりませんが、これからその効果

が現れてくるのではないかと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） それで、その６回の会議に出

られたときに、行政の方、担当の市の職員さんもそ

こに加わってお話に加わったということでよろしい

んでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 会議のほうには、高齢者福祉課の担当課長、時間

があるときには担当係員の２名で出席をさせていた

だいております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 以前からちょっと続けて老人

クラブのそういう質問があったもんだから、私もこ

れを今やらせていただいてるんですけれども、いつ

も市は必要な団体なのでしっかりと関わっていきた

いと言われていて、今回こういうふうに結果が出さ

れているんですけれども、補助金を出している団体

なんですよね、老人クラブさんは。ですので、やは

り補助金を出すに当たっては、市もしっかりとそこ

の団体さんがどんなふうに活動し、やはり課題は何

かというのをやはり早めに把握しながら共に、事務

局さんがいらっしゃるとは思いますが、その事務局

任せではなく、市も一体となってじゃあどうしたら

いいかということを考えていく。それから、県のほ

うの動向も見ながら湖西市も進めていくというふう

にしないと、ただ老人クラブ、自主的団体なので単

個でやればいいという話ではないと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 では次に行きます。実態調査はされたんでしょう

か。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 課題把握のため、実態調査につきましては老人ク

ラブ活性化会議の中で検討をいたしましたが、老人

クラブ連合会において平成30年度に同様の調査を実

施していることが分かり、その分析から課題の洗い

出しは済んでいるということ、課題は出尽くしてい

るとの判断がありましたので、再度のアンケート調

査は不要との結論に達し、実施してはおりません。 

 今後は、老人クラブ連合会が実施した調査結果に

より洗い出されました課題の解決に向け、これらの

対応について考えていくこととなりますが、連合会

と市が一体となり取り組めるものから進めてまいり

たいと考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 平成30年にアンケート調査を

実施しているっていうお話でしたけれども、５年前

ですよね、やってるのは。市のいろんな計画でも５

年ぐらいで見直しをされています。 

 老人クラブの方たちも役員も替わっているし、実

態調査は確かにそんなに変わりはないというふうに

役員も方も思われたのか知らないんですけれども、

この５年前にやっているからアンケート調査はやら

ないっていうのもどうなのかなって私は思いました。 

 実際、今年もこの令和５年度も２クラブ解散にな

ってやめられている。高齢者プランの中では、今年

度も３年前も、３年前も36クラブ、３年前は36クラ

ブあったんですよね、このプランの中で令和５年度

もそのまま存続して36クラブだけど、クラブ員は増

やしていきたいっていうように計画されていたんで

すが、やはりそこはクラブ数は減ってしまい、会員

数も減ってしまうっていう状況になってるんですよ

ね。高齢者プランの中には、老人クラブの育成支援

とやっぱり加入促進委員会の活動を活性化していく

っていうようなことが書かれているんですけれども、

高齢者プランって常にやっぱり見直しをしながらや

っていらしたんですか、どうでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 高齢者プランは３年間の計画となっておりまして、

今年度は期間の年となります。現在、次期計画を策

定をしておりますが、その中でも途中で状況が変わ

った場合には、計画の見直しも行っていくというよ

うな方針で進めております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 私が言いたいのは、年々クラ

ブがどんどん２つずつ減っていくということに、行

政が危機感を感じていなかったのかなということに、

本当にちょっと不安を感じていたところでした。 

 では、次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、どうぞ。 

○14番（竹内祐子） 各地区の課題対応については

どうでしたか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 様々な会合の際に、各単位老人クラブから地区の

課題が話題に上がっております。 

 共通の課題といたしましては、１つ目としてまず

役員の成り手がないこと、２つ目としてクラブの活

動に参加したくても足がない、移動手段ないという

こと、３つ目として会員の高齢化が進んでいる、こ

の３つが主な課題として挙げられております。 

 この課題の一つである移動支援につきましては、

令和４年度から地域の老人クラブ活動へも利用する

ことができる車両、公用車、７人乗りになりますが

この貸出しを実施しております。 

 令和４年６月にスタートいたしましたこの貸出し

につきましては、５年８月までの15か月間の実績と

して計12回の貸出しを行っているところでございま

す。 

 市といたしましても、今後も老人クラブ連合会と

連携し、課題の解決に向け、支援をしてまいりたい

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん、いかがですか。 

○14番（竹内祐子） 会員の高齢化、会員が高齢化

になるから移動手段が困るということですよね。令

和４年度からは車の貸出しをして、12回ほど使われ

ていて便利になった、少しは便利になったっていう

部長の答弁なんですけれども、この役員の、そもそ

も役員の成り手不足についてはどうでしたか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 確かに、議員おっしゃるとおり役員の成り手不足、

これは重要な課題であると認識はしております。 

 私の個人的なちょっと私見にもなりますが、会長

とか個別の本当に役員ということではなくて、そこ

の代表されるというのはもう少し軽いイメージでの、

グループを取りまとめるというような感じの役職で

も今後はいいのではないかなと、これは私の私見に

なりますが、こういうことにつきまして連合会のほ

うへは御提案をさせていただきたいなと考えており
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ます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） こんなことを言っていいのか

どうか分からないんだけれども、こども会でも何で

もそうなんだけど、やっぱり指導者育成研修会みた

いなのがあるじゃないですか、老人クラブさんには

そういうようなものはないんですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 私がちょっとすみません、存じ上げてる中ではそ

ういう研修会はないと認識をしております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 部長に伺いますけど、湖西市

の老人クラブの単個のそういう老人クラブの活動っ

て見たことありますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 実は、私の父親が老人クラブ、地区で入っており

ますのでその私の地域の活動につきましては、家族

の話合いの中で出ておりますので、そこについては

存じ上げてる部分はありますが、すみません、他の

地区につきましてはちょっと確認をしていないとい

うのが現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） その部長のお父さんでいいん

ですけれども、お父さんは楽しくやっていらっしゃ

いますか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 

 私の父親の話になりますが、楽しい部分とやっぱ

りお付き合いでやっぱどうしても出なければいけな

いという部分があるというような感じは受けておら

れます。なので、楽しくやってる部分はあって、そ

のときには、皆さんとコミュニケーションが取れて

よかったなというような話が家族の中でも出ており

ますので、全てが楽しくないというわけではないか

なと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 老人クラブってやはりそこの

地域の人たちが集まって、知らなかった人ともお友

達になれたりとか、１人じゃあできなかったスポー

ツも一緒にやれてよかったなとか、どっか旅行にも

一緒に行けてよかったなとかそういうふうに、仲間

と一緒に思い出づくりができるっていうのが生きが

いづくりにつながっていくと思うんですよね。やっ

ぱり、そこのところを一人一人の人がこんなことが

あるから一緒に活動してみないって言って声をかけ

て、これが結局、例えば今なんかはコロナになった

りするときがあるじゃないですか、コロナになった

ときにもやっぱり仲間が「あの人どうしたのかね」

って心配して声をかけたりとか、いろんなことがで

きてくんですよね。 

 実際、防災訓練もこの間ありましたけれども、災

害時のときには「あの人いないじゃんね」っていう

声かけができて、つながっていけれるよねっていう

のを、本当はそれぞれのクラブの方一人一人が声を

かけてくださってやっていただけると、老人クラブ

の加入率も上がってくると思うんですよ。だから、

そこのところを役員さんだけの負担にするんじゃな

くて、もっとみんなで発信してほしいね、でもあれ

ですよ、普通のクラブ員の人が例えばいきいきサロ

ンで横にいた人に「老人クラブって今度こういうこ

とやるもんで、楽しいで入ってみん」って言ったと

しますよね、その人が独り暮らしになってた方だと

しますと、「じゃあ入りたいわ」ってこう言ったと

きに、その声をかけた人がなかなかその方に加入申

込書って言うんですか、ああいうのをお届けには上

がれないと思うんですよね。なかなか堅苦しくて、

よく老人クラブのことが分かってなきゃ。ですので、

そういうのは役員さんにバトンリレーして役員さん

が声をかけてくというふうに、やっぱりそれぞれの

クラブがうまく自主的に運営できるようにサポート

していくのが、事務局とか市のお役目だと思うんで

すよね、その点についてはどうですか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えいたします。 



３９ 

 確かに議員、御意見のとおり連合会、市は地域の

単位老人クラブをサポートする側の立場にあるかと

思います。 

 現時点で、会員の加入等、いろいろ昨年度から実

施をしてまいりましたが、まだまだ市のほうも支援

不足と考える点も多々ありますので、連合会とも連

携をしながら、どこまでを市が支援をしていけるの

かを今後も考えてまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 市も積極的に老人クラブさん

は、自主的に活動する団体さんなので「もっとみん

なで頑張ってやってね」で、「どうしても困ったら

市が応援するよ」みたいに常に声かけをよろしくお

願いしたいと思います。 

 では、４番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） 主題１の最後ですね。 

○14番（竹内祐子） 新型コロナウイルス感染症で

の３年間の活動自粛が会員減に大きく影響している

と考えますが、いきいきクラブ連合会の加入促進委

員会の活動を市はどう支援していくのか、お伺いい

たします。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 市といたしましては、いきいきクラブ連合会の加

入促進委員会に出席をさせていただき、共通の認識

を持ち、先ほど御答弁いたしました老人クラブ活性

化会議での活動方針である会員を増やす施策の展開

を一緒になり進めてまいりたいと考えております。 

 また、新たな加入促進委員会の活動方針が示され

ましたら、市として何ができるのか、市としてどの

ような支援ができるのかを具体的に考えてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 私もこれ、ちょっと県のほう

のを調べさせていただいたときに、やはりなぜ加入

が増えないのかというのは、今就労している人が結

構たくさんいるということと、老人クラブ以外の活

動に自主的に参加されている、やっぱり勧誘しても

私は老人じゃない、老人クラブの活動内容が分かん

ないから嫌だ、やっぱりライフスタイルが随分変わ

ってきているということなんですよね。 

 そういうことが分かっているんですけれども、こ

んなことがありました。老人クラブに入ると、役が

すぐ回ってくるもんでっていうのが圧倒的でした。

ですので、やはり先ほど部長もおっしゃられたよう

に、会長なんて役は特に大変ですよね、本当に。で

すので私は思うんですけど、自治会って会長いて副

会長、副自治会長が２人補佐役でいてとかって、そ

れぞれの役が決まっていると思うんです。だから、

老人クラブさんも会長は１人って決めなくてもいい

と思うんですよ、会長さんも３人おっても５人おっ

てもいいで分担してやれるようにとか、女性の役員

さんにはこういうことやってもらうといいよねとか、

やはりそこの中でそれぞれのクラブが好きにやれば

いいよっていうんじゃなくて、やっぱり例を出して

どうですかみたいに参考事例みたいにして出してあ

げると、そこのクラブさんも楽になると思うんです

よ。実際、もう高齢化が進んでてあと二、三年でう

ちんとこもやめるようになるよっていうクラブを幾

つか私も耳にしましたので、ぜひそうじゃなくて高

齢者に、高齢というか年が高くなったとしてもでき

るよということを伝えてほしいんですよね、どうで

しょうか。 

○議長（馬場 衛） 健康福祉部長。 

○健康福祉部長（袴田晃市） お答えをいたします。 

 議員おっしゃられるとおりでありまして、県のほ

うの統計で取られましたデータも、湖西市の今抱え

ております課題もほぼ同じものになります。特に、

会長という役職、この名前がやっぱり重いという御

意見を聞きます。なので、ちょっと私の先ほどの私

案という形ですが、代表という形でそれぞれの事業

を持つ代表者の方が複数人いてもいいんじゃないか

というような御提案は、今後させていただきたいな

と考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） ありがとうございました。で

は、２問目へ行きます。 
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○議長（馬場 衛） 主題２ですね、どうぞ。 

○14番（竹内祐子） 新居弁天公園の再整備につい

てです。 

 質問をする経緯なんですけれども、合併当初から

新居弁天公園内の施設は老朽化や集客面など、多く

の課題を抱えていましたが、７月４日にトラストリ

ング株式会社と新居弁天公園整備と管理運営事業の

基本協定を締結したことが広報こさいに、８月15日

号に掲載されました。来年春には開業が予定され、

市民にとってはうれしいニュースが入ってきたと思

います。 

 コロナ禍ではアウトドアスポーツやオートキャン

プ、ソロキャンプのようなアウトドアの遊びが流行

し、道具をそろえて遊びを楽しむ人たちも増えてい

ます。 

 老若男女、障害を持っている方にも安心して過ご

せる公園を期待しているという声を受けましたので、

確認させていただきたいと思います。 

 質問の目的は、みんなが使える施設になってほし

いからです。 

 質問事項１、誰もが使用できるキャンプ場につい

てはどう考えているのか、お伺いします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 新居弁天公園の再整備事業は、新居弁天地域一帯

が年間を通じたにぎわいの創出を浜名湖全体の観光

拠点となるようＰａｒｋ－ＰＦＩ制度を活用し、基

本協定を締結をしたトラストリング株式会社が、セ

ンターハウスやドッグラン、キャンプ場などの公園

施設の整備を進めており、浜名湖パークビレッジと

して来年春頃のオープンを予定をしております。 

 施設の運用に当たり、公園のランドマークとなり

ますセンターハウス内に多目的トイレ、体の不自由

な方でも利用しやすい炊事場や駐車スペースの設置

など、公園施設内はバリアフリー化して整備をして

いくと確認をしております。 

 また、公園の西側にあります駐車場からキャンプ

エリアまでは距離があり、道具の運搬などに不便と

なるため、キャンプ利用者にはキャンプエリアの近

くに専用駐車場を設置する予定で、御利用者様の利

便性にも配慮した整備を進めていると確認をしてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 先だって見にいってまいりま

した。あんまりよくあそこを歩いたことがなかった

ので、ゆっくり見させていただいて、駐車場はかな

り広く取られていて、たくさんの人が利用できるの

かなというふうに感じました。 

 今現在、センターハウスのところとかっていうの

を今造成して工事がされていましたので、想像で見

てきました。 

 キャンプをするところは、公園内の自然を生かし

てあのままのところをキャンプ場にされるというこ

とだったので、ちょっとそこの中も入ってみました

が、なかなかの草がまだ生い茂ってて、歩く道もよ

く分からないっていうような状況になっていたんで

すけれども、これから整備するということですので

期待したいところなんですけれども、これを広報こ

さいが出たときにこれを見た方が身体障害者の方だ

ったんですよね、その方がすごい喜んじゃって、や

はり身体障害者の方でも結構このコロナ禍にキャン

プに出かけられていて、豊田市のほうなんかは広い、

本当にただの公園だけ、公園、だだっ広い公園なん

だけれども、結構みんな自由に使わせていただいた

そうです。そんなときに、やはりこの湖西市にもこ

ういうキャンプ場ができるっていうことで、すごく

遠くに行かなくても、行きたいときにいつでも行け

れるところがあるというのは、いいことだなという

ことで連絡をもらったんですけれども、やはりそれ

にするに当たってはどうせ造るんだったら、やはり

誰もが使えるそういうキャンプ場になってほしいっ

ていう意見でした。 

 ですので、先ほど部長もおっしゃられましたけれ

ども、多目的トイレにするよ、バリアフリーにする

よ、本当によく考えてくださっていると思います。

できることだったらば、キャンプ場はキャンプ場で

の入り口を造ってくださるっていうことですので、

障害者の方たちが受付するのも簡単にできるように、

そういうような仕組みも考えていただけるといいの
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かなというふうに思っているところです。 

 キャンプするときって、結構皆さん着替えとかそ

ういうのを多目的トイレでされたりとか、家族連れ

の方なんかは、子供さんのおむつ替えとかそういう

のも、やはりそういうトイレを利用するそうですの

で、どちらかというとこれからはそういう多目的ト

イレが多いほうが使われる方は便利がいいのかなと

私は思います。 

 では、次へ行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○14番（竹内祐子） 各エリアをつなぐ道はどのよ

うに整備されるのか伺います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 各エリアをつなぐ場内の通路につきましては、舗

装整備は予定はしておりませんけども、砂利を硬く

転圧をし、バリアフリー化をして誰もが安全で利用

しやすい通路になるよう整備をすると確認をしてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 自然公園なので、そんなに舗

装してほしいとかそんな気持ちはありません。凸凹

道で危なくないようになって、凸凹道じゃなくて危

なくないようになっていれば、私はそれでいいと思

います。 

 それでは、センターハウスの機能と役割をお伺い

いたします。 

○議長（馬場 衛） ３番ですね、産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 センターハウスは公園施設の総合受付としての役

割のほか、ハウス内で飲食ができるカフェの運営を

予定をしていると確認しています。 

 また、キャンプ場を利用する方以外にも、誰でも

利用することができ、公園内の憩いの場として多く

の人がゆっくりくつろげることができるような設置

になると期待をしております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） そのセンターハウスというの

は、24時間営業される予定ですか、それとも時間が

決められてるとか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） センターハウスについて

は一応９時までの運用ということで、それ以降閉じ

て、運用するのを開館してるのは９時ぐらいまでと

いうふうになっています。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） もう一つ聞きたいんですけれ

ども、この頃、結構、要は電源設備っていうか、要

はスマホの電源とかいろいろありますよね、ちょっ

とバッテリーの充電とかいろいろ、そういう電源設

備っていうのはセンターハウスにつけていただける

のか、あったほうがいいようなものだと私は思うん

ですけれどもどうですか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 まず、エリア内の少し説明をさせてもらいますと、

西側から駐車場がございます。それから、センター

ハウスとドッグランというようなエリアになりまし

て、そのあとがオートキャンプ場、車からそのまま

入れていくようなキャンプ場、一番東側に熱帯植物

園を利用したオープン的なキャンプ場というような

形になります。 

 そのオートキャンプ場ですが、そちらについては

各区画ごとに電源とあと炊事場のほうを設置すると

いうふうに聞いています。区画としては13区画あっ

て、それぞれの１区画ごとにそういった設備を設け

るというふうに聞いています。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。すごくいいな

と思います。どっかでそういうのをいっぱいＰＲし

ていきたいですね。 

 じゃあ、４番目の市の役割を伺います。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） 市の役割といたしまして

は、施設の管理や運営に対し、指導・助言を行うほ

か、浜名湖パークビレッジと連携をし、海湖館を含
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む新居弁天地域一帯のにぎわい創出に努めてまいり

たいと考えております。 

 さらには、このにぎわいが新居弁天地域だけでな

く市内全域に広がっていくよう、来春、春に開催を

されます浜名湖花博2024なども契機として、周遊効

果が見込める施策も進めてまいりたいと考えており

ます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん。 

○14番（竹内祐子） ありがとうございます。本当

にそのとおりに進めていただきたいなと思います。 

 ちょっとすみませんね、私、土曜日に見にいって

きたんですけど、そのときに木が枯れてるのがすご

い気になって、多分テープが張られていたので多分

伐採されると思うんですけれども、自然を生かしな

がらもそういう木のお手入れとかそういうのもされ

ていくんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 議員おっしゃるとおりでございまして、今テープ

を巻いてあるのが幾つかあります。そちらについて

は、すぐに伐採をしてオープンのときには整えてい

きます。 

 それから、下が熱帯植物園ということで芝という

かそういったものになります。そこを生かしていく

もんですから、事業者さんのほうがそこの下草の管

理とか、そういった維持管理については行っていく

というような形になります。オープンのときはきれ

いになると思いますのでよろしくお願いします。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 竹内祐子さん、いかがですか。 

○14番（竹内祐子） 分かりました。本当にバイパ

スから下りてすぐのところにできるキャンプ場です

ので、キャンプ、遠くからというかちょうど湖西市

は日本の真ん中にありますんで、東も西からもたく

さんの方が見えてくれるんじゃないかなって私は想

像しています。 

 浜名湖って本当にロケーションもすごくいいし、

あそこのこれから開発していくところは新居弁天の

海水浴場もありますし、海釣り公園もありますし、

本当に、自分、湖西市民でしたけどあんまりよくそ

こを観察することもなく、今回、観察させていただ

いていいとこだなとしみじみ思いました。私は今、

入出に住んでいるので、自分の入出が一番いいとこ

だなと思ってましたけど、新居弁天もいいとこです

よね。本当につくづく思いました。ですので、やは

りあそこのキャンプ場がみんなに好かれて、湖西市

民の人も気軽に利用していただけるといいのかなっ

て思います。 

 今ユニバーサルキャンプっていう言葉があるんだ

ぞということを言われてそうなのって、私なんか知

らないから「そうなの」なんですけれども、年齢や

障害の有無にかかわらず対等に皆さんと接して、共

に協力し合いながら一緒にキャンプを楽しむってい

うことだそうです。ですので、そこのこれから私た

ちが造っていくキャンプ場がユニバーサルキャンプ

場となって、皆さんに発信できていけれるといいの

かなと思いました。 

 この湖西市から、人と人とのつながりができても

っと湖西市に多くの人が集まってくださって、気に

入ってくださって、定住促進につながるといいかな

って私は勝手に想像させていただきました。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、14番 竹内祐子さん

の一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、４番 山口裕教君の発

言を許します。 

  〔４番 山口裕教登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、４番 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ４番 山口裕教です。今回、

準用河川の豪雨災害予防計画について質問いたしま

す。 

 質問の背景は、近年、全国的に線状降水帯やゲリ

ラ豪雨などによる災害が頻発化しており、昨年の台

風15号や今年６月の台風２号においても、日本各地

で河川の氾濫や土砂崩れなどの報道が後を絶ちませ

ん。湖西市においても例外ではなく、昨年度はスズ

キ自動車の西側道路のり面の崩壊、今年６月の台風

２号では、土砂崩れや道路の冠水など市内各所で
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116件もの災害が発生し、その中には河川の被害も

含まれていると伺っています。 

 湖西市内には、入出太田川や笠子川など、県が管

理する２級河川が６河川、古見川や一の宮川など市

が管理する準用河川が17河川、その他普通河川や都

市下水路など多くの河川が存在します。これらの河

川は、古くから順次整備を進め、治水対策の拡充を

図っていただいているところですが、その上流部に

おいては、未改修の河川も存在しています。 

 昨今の異常気象による被害を未然に防ぎ、市民が

安心して暮らすことができるまちづくりを進めるに

おいては、未改修の河川においても今後、改良整備

の必要性を強く感じることから質問いたします。 

 質問の目的は、湖西市の基本構想の一つである

「安心して暮らすことができるまち」として、災害

に強いまちづくりが進み、地域住民が安心して暮ら

すことができるまちにしたいということが質問の目

的です。 

 では、まず質問の１つ目ですが、道路から河川へ

の水の流れが行き詰まり、道路の低い部分での冠水

防止対策、これをどのように進めているかお伺いい

たします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。都市整備部長。 

  〔都市整備部長 小倉英昭登壇〕 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えをいたします。 

 近年の増大する降雨量により、大小多くの道路冠

水の被害が確認され、その原因といたしましては土

砂、落ち葉などが排水管やグレーチング部分に詰ま

って排水できない事例が多くあります。 

 対策といたしましては、自治会が道路愛護運動な

どを通じて側溝の清掃を行っていただくとともに、

市が毎月実施しています道路パトロールや日常の維

持管理を通じて調査し、対策を行っております。 

 特に、北部の山間部など落ち葉がたまりやすい道

路につきましては、定期的な清掃を行っております。

また、冠水に限らず迅速な現場対応は正確な情報収

集に尽きると考えられます。 

 現在は、情報提供の大半が電話通報により行われ

ておりますが、市公式ＬＩＮＥの活用により位置情

報や写真を添付することができ、より精度の高い情

報収集が可能となっております。 

 引き続き、冠水対策をするとともに、市へのＬＩ

ＮＥを活用した通報の方法についても周知してまい

りたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。６月

の豪雨のときにおきましても、道路から河川への水

の流れが障害物などにより遮られ、道路の低い部分

での冠水箇所が思いのほか多く見受けられました。 

 今後も随時、河川への水の流れが阻害されないよ

う、側溝やまた排水溝の詰まり、河川へつながる水

路など、こういったところの維持管理のほう、これ

は自治体と協力し合ってよろしく実施していってほ

しいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（馬場 衛） じゃあ次へ。 

○４番（山口裕教） よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） どうぞ、２番へ。 

○４番（山口裕教） では、２つ目の質問です。豪

雨による民家への浸水を防止するための対策、これ

はどのように進めているのか、お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 最近の浸水被害の原因といたしましては、下流河

川、浜名湖などの水位が高くなり、そこに接続する

河川や水路などの雨水排水できなくなり、浸水して

しまういわゆる内水氾濫がございます。 

 浜名湖の水位が上がり排水できない場合は、河川

の接続部に水門を設置し、ポンプで強制的に排出す

る方法があり、現状、市内には浜名川や日の岡川の

河口などに３か所の排水機場が設置されております。 

 想定以上の水量が河川に流れ込み、河川堤防を越

えて浸水してしまうことについての防止対策としま

しては、河川の流域などを調査しまして、近年の増

大する降雨量に耐えられる河川整備を検討してまい

りたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君、いかがですか。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。やは
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り民家への浸水におきましても、内水氾濫など河川

への水の流れが何らかの形で阻害され、低い場所に

ある民家など、もう少しで床上浸水となるというと

ころも多々ありました。やはり河川につながる水路

など、ふだんから予防対策の重要性を私も痛感した

とともに、一般市民や自治会などからの情報、これ

らもできるだけ多く活用していただければ、さらに

向上すると思いますのでよろしくお願いいたします。 

 じゃあ３つ目。 

○議長（馬場 衛） 次の３番ですね、どうぞ。 

○４番（山口裕教） ３つ目、豪雨による河川の氾

濫を防止するための対策はどのように進めているか、

お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 河川が氾濫する原因としましては、降雨量に対す

る河川断面の不足による越流と、護岸の強度不足に

よる決壊が考えられます。 

 過去に整備をした準用河川の中には、集水区域内

の土地利用の変化などにより、昨今の増大する降雨

量に耐えられない河川があると考えられるため、想

定する水位を超える河川から、順次、整備について

の計画を検討してまいりたいというふうに考えてま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。市内

における準用河川など、護岸の強度不足による河川

の氾濫危険箇所、こういったところを把握して常日

頃から警戒を怠らないようにするとともに、各自治

会などからの情報を吸い上げ、河川氾濫危険箇所な

どにおいては、早め早めの改修工事を実施し、市民

の安全性を向上させていただけますよう、お願いい

たします。 

 では４つ目、よろしいですか。 

○議長（馬場 衛） 最後ですね、どうぞ。 

○４番（山口裕教） ４つ目、境田川など未改修の

準用河川の改良整備、これを今後どのように進めて

いくか、お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 第６次湖西市総合計画の基本構想の最初に、「安

心して暮らすことができるまち」と記載されており

ます。災害に強いまちづくりを推進するためには、

河川の整備は、昨今の激甚化する気象災害に対応す

るための重要な施策であるとともに、職住近接に欠

かすことができないものであります。 

 河川整備には多額の予算が伴うことから、全てを

一度に検討や整備をするということは困難でござい

ますが、準用河川にかかわらず床上浸水などの被害

が確認された河川や排水路につきましては、順次、

改修計画を策定する予定で、本年度は令和４年度に

床上浸水被害がありました準用河川大沢川につきま

して、浸水対策の検討業務を行ってまいります。ま

た、準用河川ではありませんが境田川の上流部分、

市街地を流れる未整備な河川につきましても、今後

検討をしていきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 山口裕教君。 

○４番（山口裕教） ありがとうございます。湖西

市の目標の一つでもある職住近接、これに対してや

はり未改修の準用河川におきましても、これらはふ

だんは水量も少なく危険性というのを感じにくいよ

うな河川であっても、線状降水帯のような集中豪雨

が発生してしまうと、予想もつかないような事態が

起こり得る可能性もあります。 

 安全・安心で住みやすい湖西市を目指し、誰もが

住みやすい湖西市になるようよろしくお願いいたし

ます。 

 以上で、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（馬場 衛） 以上で、４番 山口裕教君の

一般質問を終わります。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は、11時15分

といたします。 

午前11時04分 休憩 

───────────────── 

午前11時15分 再開 

○議長（馬場 衛） それでは、休憩を解いて会議

を再開いたします。 

 一般質問を続けます。 
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 次に、７番 滝本幸夫君の発言を許します。 

  〔７番 滝本幸夫登壇〕 

○議長（馬場 衛） ７番 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） ７番 滝本幸夫でございます。

一般質問させてもらいます。 

 本日は、農業の持続的発展と魅力的なもうかる農

業を目指してということで、しゃべらせていただき

ます。 

 主題の農業の持続的発展と魅力的なもうかる農業

を目指して。ちょっと距離があるんですけども、魅

力的なもうかる農業っていうのもやはりしていかな

いと、なかなか人が続かないなということを主題と

して考えていきたいなと思ってます。 

 質問しようとする背景や経緯。人口減少や少子高

齢化の本格化により国・県・湖西市でも2040年に高

齢化のピーク期を迎えるとされております。農業に

携わる人々の人口も例外ではありません。 

 全国的に農業の担い手や働き手が不足しており、

湖西市においても、人手不足が大きな問題となって

おります。 

 農地はあるのに耕作がなされていないのが現状で

あり、このままの状況では耕作放棄地や未耕作地が

増えるばかりです。さらに、昨今の農業資材、燃料、

飼料等の価格の高騰により、農業を取り巻く環境は

一層厳しくなってまいります。 

 そこで質問の目的。当市における農業の現状と課

題を把握し、課題解決に向けた市の取組を明確にす

ることで、農業が持続的に発展することを目的とし

ます。 

 質問事項１番、農地の地主や耕作者の代替わりに

より、貸借関係が曖昧になってしまうという話を聞

いています。市としての現状の認識と、その対応に

ついてお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。産業部長。 

  〔産業部長 太田英明登壇〕 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 農地の貸借につきましては、制度上３つございま

す。 

 １つ目は農地法第３条による農業委員会の許可。

それから２つ目として農業経営基盤強化促進法によ

る当事者間での利用権設定、相対契約なります。３

つ目として、静岡県農業振興公社が実施をする農地

中間管理事業による利用権の設定でございます。 

 議員のおっしゃるとおり、代替わり等で農地所有

者が地元にいないことも多くなってきており、貸借

関係が不明確になるということも想定されますので、

農業者に安定して耕作をしていただくためにも、引

き続きこのような制度があることを周知をし、活用

していただきたいと考えております。 

 なお、令和７年度以降には利用権の設定は相対契

約が廃止をされ、農地中間管理事業へ一本化をされ

ることとなっておるため、本市としましても農地中

間管理事業を積極的に推進をしているところでござ

います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君、どうぞ。 

○７番（滝本幸夫） 今のお話の中でありましたと

おりに、法律に基づく形をしっかり取っていただく

ということになるわけですが、いろいろやっぱり話

が出てくる中において、簡単にできる方法っていう

のはないのっていうことでよく言われます。これを

通ってこれを通ってこっちを取ってっていうのじゃ

なくて、一本化して簡単にできる方法をできる限り

分かるようにお話してあげないといけない。 

 現場へ行ってもなかなかその話で、書くものも持

たずに行くわけにいかないもんですから、書こうと

思うとやっぱ風が吹いたり雨が降ったりいろんなこ

とがあるもんですから、分かりやすくっていうこと

を主眼に置いてやっていただければなと思いますの

で、その辺、一考またお願いいたします。 

 じゃあ２番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ２番目ですか、どうぞ。 

○７番（滝本幸夫） 毎年実施されている農地利用

状況調査（農地パトロール）、これも市では一応８

月、９月ということでおやりになっていると思いま

すけれども、その辺の把握されている課題などござ

いましたら、お話してください。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 
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 農地パトロールは、農地法に基づき農業委員や農

地利用最適化推進委員、地元耕作組合が地域の農業

振興地域内の農用地区域内農地（青地）を中心に毎

年８月から９月にかけて現地調査を行っております。 

 令和４年度の調査の結果におきましては、市内の

耕作放棄地約48ヘクタールありますが、そのうち約

20％、８ヘクタールが湖西市外に住居をしている人

種となっていたことや、意向調査を行いますがその

返答率は51％というふうになっておりますので、相

続などにより取得をした農地の管理・活用ができて

いないということが課題となっております。 

 また、この課題を解決するために中間管理事業の

推進を図ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） 今聞いたお話はよく分かりま

す。それについて、やはり自主的に相談を受けたり

とかそういったことは結構出てきておりまして、そ

の中でやはり引き継いでいくっていうことに対する

ところというのは非常に、引き継いでるほうもよく

分かってないというのが状況としてあります。私自

身もまだ勉強不足で、まだまだすぐ対応はできてな

いという部分もありまして、これについては１回だ

けの質問ではとても無理だと思いますので、こちら

も勉強し直して、もう一回チャレンジしてもっと難

しい問題になってるところの部分をひもといていか

ないと、なかなか農業の部分って解決していかない

し、実際には草がどんどん大きくなっちゃいますん

で、草刈りだけはやらなきゃいけないっていう状況

になってますんで、その辺はまた御相談に乗ってく

ださい。よろしくお願いします。 

 じゃあ３番目へ行きます。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○７番（滝本幸夫） 農業従事者も高齢化が進んで

おり、高齢を理由に続けることが困難な農家もあり、

そのような農家の意向などを市として把握している

か、お伺いいたします。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 令和４年５月の農業経営基盤強化促進法の改正に

より、地域の農業者の話合いによる意向把握を行い、

農業の将来の在り方や農用地の効率的かつ総合的な

利用に関する目標として、農業を担う者ごとに利用

する農用地等を表示をしました地図、目標地図とい

いまが、を作成をし、農業経営基盤の強化の促進に

関する計画、地域計画でありますが、を令和７年３

月までに作成することとなっております。 

 本市も人・農地プランなどにより、市内を５地区

に区分けをし、その地区について令和５年度中に白

須賀地区、新居地区の２地区を、令和６年度中に知

波田、それから新所・入出地区・鷲津地区の３地区

につきまして、目標地図及び地域計画策定のため、

農業者等と徹底した話合いを行うことで市や農協、

それから改良区などの関係機関と農業者が課題を共

有し、その課題の解決に向けて共に考えてまいりた

いと思います。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） 今お話の中にあったように、

改良区の中の関係機関、それから農業者で課題を共

有してっていうことなんですけれども、ここら辺っ

て一番難しい問題点としてはなかなか集まらないと

いうのがあると思うんですけれども、そこら辺はや

はり定期的にやっていただかないと、忘れちゃって

ることって結構多くて、これこの間話をしたのにま

た同じ話かよというパターンがよくあるもんですか

ら、この辺を分かりやすくっていうことになるんで

すけれども、うちの地区なんか白須賀なんですけど

も小さくまとまっちゃってるっていう部分が非常に

ありまして、広報していくのはかなり難しいかなと。

小さな会合であったり集まりなんかのときも、少し

ずつそういう話っていうのはしてるわけなんですけ

ども、個々に話に来られる方もいらっしゃるもんで

すから、それに対してどういうふうな手を打ってい

こう、統一性のある答えをしてかないとなかなか伝

わらないということがちょっと今、自分の中でも問

題になってるもんですから、その辺をまたよく話合

いをさせていただいて、解決策につなげていきたい

なと思っておりますんでよろしくお願いします。 

 それでは４番目へ行きます。 
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○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○７番（滝本幸夫） 農業資材、燃料、飼料等の価

格の高騰や人手不足など、農業を取り巻く環境が厳

しくなっている中で、スマート農業の実績などによ

る作物の付加価値を高めるような取組に対する市の

考えをお聞きしたいんですが、スマート農業ってい

う定義、これが情報通信技術ということでそれを生

かしてということになっておりますので、その辺も

含めてちょっとお話をいただけますか。 

○議長（馬場 衛） 産業部長。 

○産業部長（太田英明） お答えをします。 

 機械による省人化、また環境制御による生産効率

や安定性を高めることは、付加価値を高める上では

大変重要なことだと考えております。 

 このため、市では令和４年度に臨時交付金を活用

しまして農水産業省エネ機械設備等導入支援事業費

補助金を創設をし、省力化のための農薬の自動散布

用のドローンの購入やＩＴＯを活用した畜舎の温度、

湿度管理システムなど、農業者自身のスマート農業

の積極的な導入を支援をいたしました。 

 また吉美地区の再基盤整備において、将来の担い

手も見込まれることから、田１枚の大区画化や暗渠

排水整備などの導入による水稲収穫後の畑としての

利用など、スマート農業が行いやすい農地の整備を

県などと事業化に向けて進めております。 

 引き続き、湖西市の農業が持続的に発展できます

よう、農業者とともに考え、付加価値の高い農業が

できる環境整備に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 滝本幸夫君。 

○７番（滝本幸夫） 今お話を伺いまして、そのス

マート農業っていうことを率先して進めていただけ

るということであれば、非常にありがたいことなん

ですけれども、暗渠排水設備、これ農水の水はけの

改良のことですよね、そういったものをやはり改善

していただいて、実際にこうなるんだよというとこ

をやっぱ見せていかないと、なかなか分かってもら

えないっていうのもあるもんですから、そういうこ

とがある程度、ここの形を見ればいいよっていうこ

とがあれば、そういう時間をつくっていただいて行

きたいっていう人、若手のこれからやりたいってい

う人に特に見せたいんで、そういったまた機会をつ

くっていただきたいと。 

 モノづくりは別に農業もありますんで、いっぱい。

ですから、その中のベースとして考えていくんであ

れば、そういったみんな集めてっていうのもやって

いただいて、もう少し積極的に進めていったらいい

かなと思うんで。夏場なんか草刈りやってるだけで

時間なくなっちゃうんだけど、そういったことを含

めてやはり全体の動きとして、それからやっぱりコ

ストダウンを図って、もうからないとあんまりやっ

てても嫌になってくるんで、皆さん機械を使って、

普通の公道を走りながらも一生懸命、農地を耕した

りしてますよね、ですからそういったことができる

だけまとめて簡素化できて、市の補助金も出るよう

な形を取っていただけるようにお願いしたいなと思

いますんで、以上でございます。 

○議長（馬場 衛） いいですか、今の。 

○７番（滝本幸夫） お答えをじゃあ。 

○議長（馬場 衛） 何かありましたら。 

○７番（滝本幸夫） あったらお願いします。 

○議長（馬場 衛） じゃあ産業部長。 

○産業部長（太田英明） 今回、今年度ですがドロ

ーンを使って、先ほど言った自動噴霧、農薬の自動

噴霧などを行いました。そちらの方は吉美地区のほ

うになりますけど、そちらについてはプログラミン

グで、田んぼの農薬の散布をしたわけなんですけど、

プログラミングによってその区画内をしっかり、無

人でドローンが農薬を散布をして自動化できたと。

今まで半日以上かかっているような農薬散布とか、

そういったものが30分程度で終わってしまうとか、

そういったこともあります。そういったところを皆

さんのほうに、農業者の皆さんのほうにも周知をし

て、できるだけスマート農業というのを進めてまい

りたいと思いますし、農業を担っていただけるよう

な認定農業者の皆さんのほうとか、これから頑張っ

ていただくような農業者の方に、できるだけで市と

しても支援できるように、そんなことを考えていき

たいと思います。 

 以上でございます。 
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○議長（馬場 衛） 滝本幸夫さん、よろしいです

か。 

○７番（滝本幸夫） 今おっしゃったドローン等を

使って、やはり手をかけなくてもできるよっていう

ところは、非常に年を取ってくると体が動かなくな

るっていうのは現実的なとこなんで、それと同時に

いわゆる職住近接という大きな市としての命題があ

りますので、これに対してやっぱり農業のほうもど

ういう形で貢献していかなきゃならないのかってい

うのもあると思いますので、その辺も含めてまたお

話させていただいて、新たな一般質問につなげたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。ありが

とうました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、７番 滝本幸夫君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、６番 加藤治司君の発

言を許します。 

  〔６番 加藤治司登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、６番 加藤治司君

どうぞ。 

○６番（加藤治司） ６番 加藤治司です。よろし

くお願いします。主題は、新居跨線橋の存続に関す

る要望書についてです。 

 質問のしようとする背景や経緯ですが、令和３年

12月の定例会本会議において、昭和43年に建設され

た浜名湖競艇場へのアクセス道路であり、ＪＲ東海

道線と東海道新幹線、国道301号線をまたぐ新居跨

線橋に関する浜名湖競艇企業団の撤去方針について、

道路管理者である湖西市の対応を質問いたしました。 

 その後、令和４年６月には新居地区有志による新

居跨線橋存続の署名活動を実施した結果、4,833名

の署名が集まり、令和４年８月に新居跨線橋署名活

動代表の中之郷地区連合自治会長から、湖西市長と

浜名湖競艇企業団企業長に対して、新居跨線橋の存

続に関する要望書を4,833名の署名とともに提出い

たしました。また、湖西市自治会連合会からも新居

跨線橋の存続を求める要望を湖西市に提出しました。 

 その後、令和４年８月に湖西市による新居跨線橋

今後の方針に関する説明会が開催され、これまでの

経緯や今後の予定に関する説明と質疑応答がありま

した。 

 以上がこれまでの経緯ですが、湖西市や企業団に

要望書を提出したときの応答内容や市による今後の

方針に関する説明会での質疑応答の回答に関して、

不十分な内容もありました。 

 質問の目的ですが、新居跨線橋は競艇場への来場

者の利用は減っても令和４年７月の７時から19時ま

での交通量調査をやりましたが、上り下り合わせて

4,429台が利用している重要な道路であります。 

 新居跨線橋の存続に関する要望書に署名した多く

の住民や利用者に対して、撤去・存続に関する財政

上の負担額、撤去後に発生する周辺道路網への影響

と代替道路の整備、大規模災害時における新居跨線

橋の役割等について、今までの要望や説明会での不

明な内容に関し、約１年が経過した現時点での道路

管理者である市の方針を確認することでございます。 

 このとこにちょっと書いてないんですけども、今

回調査したのは新居地区だけで有志の方は調査して

くれましたけど、湖西地区へ行く通過道路でもあり

ますんで、そちらも調査すればもっと署名活動も人

数は集まったものと推測いたします。 

 では、質問に入ります。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（加藤治司） １番、存続に関する要望書の

提出時や市の今後の方針に関する説明会で、道路管

理者である湖西市が存続させると、維持管理の負担

が増えて、他の施設の維持管理に影響が出るので存

続できないということでしたが、その概算費用を伺

います。 

○議長（馬場 衛） 登壇して答弁をお願いいたし

ます。都市整備部長。 

  〔都市整備部長 小倉英昭登壇〕 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 新居跨線橋は、東海道新幹線、東海道本線、それ

と国道301号をまたぐ橋梁で、橋梁全体のうちＪＲ

をまたぐ跨線部については耐震性能を満足していま

すが、国道301号横断部とその他の部分については

耐震性能を満足していないため、その改修に係る費

用として約８億円かかると聞いております。 
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 なお、令和４年９月に実施した橋梁点検において、

主桁の断面欠損や支承部本体の腐食が見られました

が、これらについては令和５年度浜名湖競艇企業団

により補修工事を実施していただいております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） ただいまの答弁で、耐震性を

満足していない国道301号横断部の改修工事で８億

円かかるとのことですが、ＪＲをまたぐ部分の改修

費用は別途かかるということでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） ＪＲをまたぐ跨線部

においては、耐震性能を満足していますので、耐震

工事の費用というものは別途かかることはございま

せん。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 今の８億円の費用ですけども、

それを実施すればまだ耐用期限は延びるということ

でございますか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 ８億円かけて修理しようとするのは、橋梁の耐震

化の工事でございまして、それをやることによって

橋梁全体の寿命が延びるというものではございませ

ん。 

 先ほど今年度、競艇企業団が一部修理をしていた

だけるという部分もございますけども、橋梁長寿命

化というものは、老朽化していく橋梁において５年

ごとに点検と修繕を繰り返していきまして、一般的

に50年から80年と言われております橋梁の寿命を長

持ちさせるというものでございまして、今回の補修

工事、３判定が出ました部分につきまして修繕する

ことによってその部分が健全化をするというもので、

橋全体の長寿命化が延びるというものではございま

せん。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） ちょっと専門家じゃないもん

でよく分からないところありますけども、今回、点

検時に発見された腐食部の補修を、去年の点検時に

発見された腐食部の補修を今年度実施するというこ

とですけども、今の話にも出ましたけどもそれによ

っては市全体の耐用期間というのとどの程度変わり

があるんですか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 先ほどもお話させて

いただきましたように、そこの部分的に破損してた

ところを修理して健全な状態にしておりますので、

橋全部を見たときに寿命が延びるというものではな

くて、橋梁というのは何でもそうなんですけども長

くなれば長くなるほどだんだん傷んでいくよと、そ

ういった中で橋梁の場合は５年に一度の点検をして

いくというのが法で決まっております。 

 ５年ごとの点検を繰り返すことによって、駄目な

部分というのが当然出てきますので、そういった部

分について補修をかけていったりして橋全体、いろ

んなところがおいおい悪くなっていくと思われます

けども、おいおいいろんなところ、不具合のあった

ところを修理しつつ、橋全体を長持ちさせていこう

というものになります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 先ほどの答弁で、橋の部分的

補修を繰り返せば50年から80年耐用期限があるとい

うちょっと回答があった気がしたんですけど、今こ

れ建設から55年たってるんです。競艇企業団として

は、事故が発生しないうちに早めに撤去したいとい

うことなんですけども、もう少し補修すればもう少

し延長、耐用年数を延長することができるというふ

うに思ってもいいんですか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 橋全体で考えれば、補修を繰り返していけば長く

持つというふうには思われますけども、新居跨線橋

に関しましては跨線部は耐震性能を有しております

けども、それ以外の国道301号をまたぐ部分であっ

たり、スロープといいますか上り口であったり下り

口であったりという部分も橋梁形式になっておりま

して、そちらの耐震性能というのは有しておりませ
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んので、そちらを直していくと先ほどお答えしまし

たように８億円かかるというものになります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） １番目の質問は以上です。 

○議長（馬場 衛） いいですか、それでは２番目

に。 

○６番（加藤治司） ２番目の問題に行きます。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（加藤治司） 令和３年12月の一般質問で、

撤去時期は企業団算出の概算撤去工事費用と、令和

４年の橋梁点検結果に基づいて決まるとの答弁でご

ざいました。ただし、令和４年８月に企業団に存続

の要望書を提出したときに、企業団から撤去存続の

最終判断は道路管理者である市の判断を待つとのこ

とでありました。道路管理者である市の撤去・存続

に関する最終判断の内容を伺います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 撤去・存続においての方針は、財政面や交通事情

などを検証することが重要であると考えます。 

 存続する場合には、これまで競艇企業団で実施し

ていた道路や橋梁の維持管理や補修・改修を市が実

施することになるため、財政的な負担が大幅に増加

いたします。 

 また、撤去をする場合には周辺の道路へ及ぼす影

響が懸念されますので、競艇企業団が実施した令和

３年度及び令和４年度の跨線橋周辺の交通量調査に

加え、中心市街地へのアクセスの変化による渋滞緩

和を期待する大倉戸茶屋松線の供用を令和５年９月

30日に予定しております。交通事情の変化が現れる

一定の期間を経過した後、令和６年２月頃に交通量

調査を実施する予定でございます。 

 令和６年度には、これらを総合的に検証し、競艇

企業団とともに方針を決定していきたいというふう

に考えております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 今の答弁を、繰り返しになっ

ちゃいますけども、撤去・存続の判断は令和６年２

月頃の交通量調査後とのことで、令和６年内に出る

ということでよろしいんでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 令和６年度２月に交

通量調査を実施しまして解析して、令和６年度中に

方針を決定していきたいというふうに考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 令和６年度中ということです

ね。 

 ついでにというか、もう一個確認しますけども茶

屋松線、あれの本来の姿というのは新幹線をまたい

でる橋が完成して最終な姿になると思われるんです

けども、それは大体いつ頃の予定ですか、それがで

きないとやっぱり正常な交通というか、そういうふ

うにはならないと思うんですけども。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 大倉戸茶屋松線の跨線部、新幹線を含む新幹線北

側の工事につきましては、ＪＲ東海をはじめ関係機

関との調整や支障物件の移転に係る関係で、関係者

や丁寧な説明というのをしていかなければならない

ものですから、日数を要するというふうに考えてお

りますので、申し訳ございませんが現時点では完成

時期というものはなかなか申し上げられるものでは

ないというか非常に難しい、完成の時期を見越すと

いうのはちょっと難しいというふうに思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 部長もこの業務にはいろいろ

携わっておられると思いますけど、大体今までの経

験でどのくらいかかりそうだというのは分かるんじ

ゃないですか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 一般的にある一定の

区間、交差点から交差点とかの工事であれば着手か

ら５年から７年ぐらいでやり上げていきたいという

気持ちはあります。ただ、新幹線から北側になりま
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すと恐らく道路も造らなければならないですし、区

画整理も一緒にやっていきたいというふうに考えて

ますので、区画整理の地権者様というのはやっぱり

相当数いられまして、そういった方と合意形成を図

っていかなきゃならないというところで、若干時間

を要するのかなというふうに思ってまして、なかな

か通常の線でやると工事と違って、なかなか私とし

ては読み切れない部分があって、このような答弁に

させていただいてます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 苦しい答弁ありがとうござい

ました。やっぱり茶屋松線が通常にスムーズに車が

走るためには、やっぱり今の状況だとガード下でど

うしても一旦停止というか、交差するのが非常に危

険ですんで、やっぱり最終的な姿に早くならないと、

利用者がちょっとそちらを回るのは躊躇するという

ことも考えられますので、なるべく早めにお願いし

たいと思います。 

 じゃあ、次に３番目の質問。 

○議長（馬場 衛） ３番目ですね、どうぞ。 

○６番（加藤治司） 新居跨線橋撤去による周辺の

道路網に対する影響について、去年の９月に行われ

た橋梁点検時の交通量調査と併せて、市の考えを伺

います。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 令和４年９月の交通量調査は、新居跨線橋が撤去

された場合を想定し、橋梁点検時に通行止めに合わ

せまして通勤による混雑が顕著となる７時から10時

に実施しました。 

 その結果、令和３年度に実施した結果と比べまし

て、新居関所付近での交差点に係る負荷が増加して

おり、特に東からの車が関所交差点を右折して中之

郷方面に侵入する及びその逆方向、中之郷から出て

関所を左折していくという交通量が、２から2.5倍

に増加しましたが、交差点需要としてはひどい渋滞

に当たるものではなく、また８時を過ぎますと緩和

されるという結果でございました。その他の地点に

おいても、多少の増加はあったものの交通環境が大

きく変化するというものではございませんでした。 

 今回の調査は、令和５年度予定しております大倉

戸茶屋松線開通後の交通量調査の比較資料とするた

め、浜名バイパス大倉戸インターや新居弁天インタ

ーなど、８か所の観測地点を追加調査していただき

ましたので、これらを参考に関所周辺の影響を検証

する予定でございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 今の内容の中で、８時前に関

所から中之郷方面に入る車が増えたというのは、三

ツ谷方面に行くと渋滞が、結構７時半前後はひどい

もんですから、それを迂回する意味でそちらの交通

量が増えたものと推測されます。 

 また、話には出てこなかったんですけどある一部

の人によると、この当日、弁天のほうで一部、それ

は不確かな、証拠があって言ってるわけじゃないん

ですけども、渋滞が結構発生してたという話もある

もんですからちょっと、再度調査するということだ

もんで、今言われてますんでそのときに併せてもう

ちょっと広い範囲でお願いしたいと思います。 

 次の４番へ行きます。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君、質問の途中なん

ですけども、お昼の休憩をここで取りたいと思うん

ですけどいかがですか、よろしいですか。 

○６番（加藤治司） はい。 

○議長（馬場 衛） じゃあ、お昼の休憩を取らさ

せていただきます。 

 ここで暫時休憩といたします。再開は13時とさせ

ていただきます。 

午前11時57分 休憩 

───────────────── 

午後１時00分 再開 

○議長（馬場 衛） 休憩を解いて、会議を再開し

ます。 

 引き続き、６番 加藤治司君の一般質問を行いま

す。 

 主題１、質問要旨４番目からとなります。加藤治

司君、どうぞ。 

○６番（加藤治司） ３番まで済みましたんで、３
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番までの受け止めは、撤去するか否かの判断は来年

２月頃の茶屋松線開通後の交通量というか調査をし

て、最終的に決めるというふうに受け止めました。 

 ４番ですけども、大規模災害、津波とか地震にお

いて新居跨線橋の果たす役割、例えば浜名港から物

資相当、運搬等について市の考え方をお伺いします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 浜名港は、静岡県地域防災計画において災害拠点

港である御前崎港の補完港として、県西部地域の防

災港湾に位置づけられており、大規模災害時にはこ

の浜名港からの物資の供給が想定されます。その場

合には、市の物資集積場所となるアミニティプラザ

に集められ、そこから各拠点や避難所に運搬される

と考えられます。 

 その際の浜名港からの運搬経路は、県指定の１次

時緊急輸送路である国道301号から、市役所南側を

通る２次指定である市道河原川尻線へ、そして川尻

交差点を右折し、運動公園方面へ向かう主要地方道

豊橋湖西線を経由して搬入される想定されます。 

 新居跨線橋が架設されている市道新居12号線は、

市の緊急輸送路としては指定していないこと、また

先ほども申し上げましたがＪＲ横断部以外は耐震性

能を有していないことなどから、現状では有事の際

に利用することは困難であると考えます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 有事の際の新居跨線橋の使用

は、計画にはないということは分かりましたんです

けども、ちょっと参考に聞きますけども、浜名港か

ら陸揚げするような物資というのは、どういうもの

が考えられるんですか、参考です。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） お答えいたします。 

 支援物資につきましては、恐らく国が行うプッシ

ュ型の物資であったり、不足している物資を県に要

請しまして緊急輸送をお願いするというふうになる

と思います。 

 恐らく、その運ばれてくるものとしては一般的に

は衣料品や日用品、食料品というものが考えられる

ところでございます。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） ありがとうございました。概

略了解しました。 

 最後に、５番目ですけども。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○６番（加藤治司） 質問は、新居跨線橋の長寿命

化工事の実施による存続、または代替工事を有する

道路の整備、大倉戸茶屋松線との関連について市の

考えを伺うということで、ここに２つ存続と代替の

２つが入ってるんですけども、存続のほうは来年の

２月の調査で最終決定するというふうに聞いてます

んで、後半の代替機能のほうで説明をお願いします。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 大倉戸茶屋松線の開

通は、新居地区や鷲津地区など、中心市街地へのア

クセスの分散による渋滞緩和を期待するもので、供

用開始から交通需要の変化が現れます一定期間を経

過した後に計測する交通量調査によりまして、新居

関所の交通事情へ及ぼす影響の検証を実施してまい

ります。 

 また、現在未整備ではありますけども新居弁天イ

ンターから泉町交差点までの都市計画道路「浜名弁

天線」や「浜名線」、これらを整理することにより

まして浜松方面から国道301号新居関所前を通過す

る車両が分散され、渋滞緩和を図ることができる代

替路線になると考えております。 

 現在、このうち新居弁天線につきましては、新居

弁天インターから住吉公民館付近まで、約800メー

トルになりますけども、この間において測量や予備

設計を実施しております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 今の御答弁ですと、新居跨線

橋が撤去されても、大倉戸茶屋松線による中心市街

地のアクセス分散を図れるよと、また新居弁天イン

ターチェンジから泉町交差点までの浜名弁天線や浜

名線を整備することによって、国道301号新居関所

前の渋滞緩和となるとのことですけども、おおよそ、
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先ほどもあまりはっきり時期はあれでしたけど、お

およそどのぐらいになりそうなんですか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 浜名弁天線につきま

しては、現在、事業化へ向けての測量、予備設計、

こちらを実施しております。 

 これらの作業が完了した後、整備計画を作成しま

して目標となる完了年次、こちらのほうを定めまし

て事業に着手していくというものになりまして、ち

ょっと先ほど新幹線オーバーのとこでもお話しまし

たけども、やはりおおむね５年から７年ぐらい、整

備区間を想定しまして、それから５年から７年ぐら

いでその区間をやり上げたいなというふうに考えて

おります。 

 浜名線につきましては、現在まだ事業化されてお

りませんので、どのぐらいかかるかというのは、ち

ょっとなかなか申し上げられにくいところでござい

ますけども、優先順位としましては市街地を走る都

市計画道路で、なおかつにぎわいもある通りで人通

りもあって、通学路にもなってるというようなこと

ですので、優先順位としては上のほうに位置づけて

おります。事業化に向けて取り組んでまいりたいと

いうふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君、いかがですか。 

○６番（加藤治司） インターチェンジから西に延

びる新居弁天線は設計がもう進んでるということは、

おおよそ５年から７年と、浜名線がまだこれからで

すけども、今でもあそこを通るたびにヒヤリハット

じゃないけど危険な状態の道路ですんで、それを利

用するということを考えておられるんでしたら早め

にね、その危険な状態を改善していただきたいなと

思います。 

 そういうことで、まだ最終決定は今いろいろされ

てませんけども、最後にお願いなんですけども、今

までの話を聞きますと５年ごとに新居跨線橋の検査

を行って次は９年ですよね、そうすると４年後、あ

と茶屋松線の最終的な姿は10年後、浜名線の最終的

な完成系はまだ見えないということなんですけども、

希望というか努力していただきたいことは、次の９

年の検査をあと５年延ばしていただくように、競艇

の方々と調整してもらえれば、少しでもほかの道路

の代替機能が完成できると思いますんで、そこら辺

をちょっと頑張っていただくように要望してと思い

ますけども、どうですか。その御意見、意見ですけ

ども何か答えれることありますか。 

○議長（馬場 衛） 都市整備部長。 

○都市整備部長（小倉英昭） 誠に、お返事に困る

とこでございますけども、５年後の点検、こちらの

ほうは実際競艇のほうで、企業団のほうで点検をし

ていただいておりますので、なかなか分かっていた

だけるかどうかというのは難しいと思いますが、代

替路線の浜名弁天線、こちらのほうは順次やってい

きたいというふうに思っておりますので、そちらの

ほうで我々は頑張っていきたいというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○議長（馬場 衛） 加藤治司君。 

○６番（加藤治司） 分かりました。これ以上いろ

いろ御質問、尋ねても答えられない状況だと思いま

すんで、以上で私の質問を終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上で、６番 加藤治司君の

一般質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 次に、８番 三上 元君の発

言を許します。 

  〔８番 三上 元登壇〕 

○議長（馬場 衛） それでは、８番 三上 元君。 

○８番（三上 元） 三上 元でございます。通告

に基づき、一般質問いたします。 

 まず背景と経緯でございますが、この春の湖西市

議会議員選挙には、２つの大きな注目すべき点があ

りました。 

 それは、１つは最後に届け出た19番目の立候補者

の選挙活動がなかったことでございます。選挙公報

の原稿ぐらいは書いてほしかったなというふうに私

は思いました。 

 このことから分かることは、自分は当選する気は

ないと、しかし選挙が行われないとなると当選する

前に、どのような人が立候補しているのかが市民に
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ほとんど分からない、これは避けなければならない。

だから、選挙が必要だということを強く思った方で

あろうと、私は直接会っておりませんが、又聞きで

はありますがそのように推定をいたしております。 

 ２つ目の注目すべき点は、新人が２人異なったや

り方で上位に当選したことであります。この２つの

驚きは、選挙の公費負担と選挙公報制度への疑問が

秘められている事件だと感じたために、この一般質

問で取り上げようと決心いたしました。 

 質問の目的は、選挙の公費負担の趣旨は資金力の

ない人、通称お金のない人でも立候補できるように

助ける制度であります。それならば、公費負担する

活動は、選挙に必須な活動であることが求められる

はずです。 

 しかし、その公費負担をする活動、現在、公費負

担することになっている活動をほとんど行わないで、

堂々と上位当選した人が存在したことは、公費負担

制度の見直しをする時代に、この選挙のやり方も時

代が変化した、そういう時代に突入したというふう

に思いますので、それに関する時代認識を当局に聞

きたい。 

 もう一つは、選挙公報は無投票でもやるべきであ

り、少しでも早く全ての市民にこのような人物だと、

こんな考え方を持ってる人なんだということを届け

るべきだと思うので、その点に関する当局の考え方

もお伺いしたい。 

 そして、第１の質問であります当市の選挙公報発

行に関する条例第６条を見ると、「投票を必要とし

なくなったときは、選挙公報の発行は中止する」と

書かれています。選挙がないときは、選挙公報も出

さないとこういうことであります。 

 公職選挙法171条にも同様の記述があります。立

候補者の考え方を、議員になる前に市民に伝えると

いう趣旨からは、立候補者数が定員以内であっても

選挙公報、または選挙公報に類するものは出すべき

ではないのかと私は考えますが、当局の考え方はい

かがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 登壇して、答弁をお願いいた

します。総務部長。 

  〔総務部長 田内紀善登壇〕 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 公職選挙法第171条によりまして、無投票の場合

は選挙公報の発行を中止するという規定が明記され

ていることから、市議会議員または市長の選挙のみ

無投票の場合でも、独自に選挙公報を発行するとい

うことは公職選挙法上できないと考えます。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） 171条があるために、できな

いという回答でありましたが、選挙公報に類するも

のを出すということは絶対にできないのでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 選挙が終わった時点で、選挙活動が、選挙は確定

するわけですので、それ以後に議員から出されるも

のは政治的なメッセージという形になりますので、

個々の皆様の政治活動ということになると思います。

それで、当局では公費を使っての対応はできないと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） 私がそれに類するものという

表現は、紙でなくてもインターネットを通じたもの

であっても、171条の関係からそのようなものは許

されないというふうにお考えでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） 公職選挙法上できないと

考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） もし、それはできっこないと

いうふうに考えますと、この19番目に立候補した人

は、自分は当選する気がないけれども選挙のために

そのようなことをしたわけでありますが、事前に投

票する前に知らせるという点に関して、その19番目

の方の趣旨、あるいは私もそのように考えておりま

すが、171条を変更してくれということを国に対し

て要望する気はございませんか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 
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 そのような、皆様からそのような意見が高まれば、

要望するという形はできるかと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） 分かりました。そのようなも

のが高まればと、私を含めて事前にやっぱり選挙と

して選ばれる前に、私は皆さん方に考え方あるいは

政策を知ってもらい、そして当選という順番がいい

というふうに私は思っておりますので、定員以内で

あってもそのようなものを出したほうがいいと考え

ております。 

 声が大きくなれば、要望しましょうとおっしゃっ

ていただきましたので、声が大きくなるように私も

努力したいと思います。１問目終わります。 

○議長（馬場 衛） 以上ですか、それでは２問目

に。 

○８番（三上 元） ２つ目、選挙公報で２つ目の

改善してほしい点はスピードアップでございます。

届出の翌日から期日前投票が始まり、まさに少しず

つではありますがどんどんこの数年、期日前投票の

ウエートが高まっております。ということは、選挙

公報を出さなきゃなんない法律によるぎりぎりは、

投票日の２日前だったでしょうかというぐらいで、

法律的なクリアはできますが少しでも早いほうがい

いわけでございます。そうしたら、期日前投票の人

も選挙公報を見ることができます。 

 印刷物を届けるやり方も、現在の湖西市は回覧板

という方式で、これ私のその住んでいる場所だけの

問題なのか、全市同じなのかちょっとはっきり確認

しておりませんけれども回覧板であります。そして、

これは選挙が近いので、早く回してくれというただ

し書がついておりまして、早く回してくれと、それ

だけで回覧板が回ってくるわけでございます。 

 これは申出をすれば、郵送というサービスをして

いる市も存在していると聞いておりますが、そのよ

うな制度を取り上げる、行っている市があるという

ことは選挙法上の違法行為ではなく、サービスをよ

くしているということだと思いますが、その点に関

する当局の考え方はいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 現在も実施しておりますが、ウェブサイトですぐ

掲載のほうをしております。それに加えまして、今

後は新聞の折り込み、または公共施設窓口への配架

で対応することを予定しております。加えまして、

申入れがあれば郵便での郵送も考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） ありがとうございます。久し

ぶりに前向きの回答をいただきまして、大変うれし

く思います。新聞折り込みも考えているし、申出が

あれば、もちろん申出がなければ郵送できないわけ

でありますから当然でありますが、２番目の私が早

くしてほしいという趣旨に関しては、十分了解して

いただけるというふうに考えまして、新聞は毎日発

行されておりますので、新聞を取らない人がいる、

取っていない人がいれば申し出れば郵送を考えてく

れるということで、２番目の質問は終わりたいと思

います。 

○議長（馬場 衛） じゃあ、次の質問へどうぞ。 

○８番（三上 元） ３つ目の質問です。選挙の公

費負担で、１番目は選挙カーの問題を取り上げたい

と思います。 

 公費負担する目的は、資金力のない人への支援で

あり、公職選挙法の考え方は市町村が公費負担する

ことができるという定めなので、何を負担対象経費

とするかは、あるいは幾らを上限として支援するの

かは湖西市の判断、いわゆる市町村の判断に委ねら

れております。 

 この春の選挙で、選挙カーを使わずに上位当選し

た２人が存在したことは、しかも上位といっても１

位、２位ですから、１位、２位、３位というまさに

トップ争いぐらいの形で存在したわけでございます。

その選挙カーの公費負担は、必須のものかの問題提

起というふうに言うべきではないかと思います。 

 選挙カーの公費負担を再検討する時代になったと

私は思いますが、当局の考えはいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 選挙カーの使用と獲得票数の相関関係は明確にな
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っていませんし、選挙カーを使用するかどうかは、

候補者の考え方によるところがありますことから、

公費負担が不要であるとの機運がもし高まってくる

ようでありましたら、検討したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） 前回聞いた回答と似てるよう

に、その声が大きくなれば考えると、確かに多くの

皆様の声を聞いて考えましょうという回答ではあり

ますが、相関関係が明らかでないというふうに今お

っしゃったわけですが、１人の方は４年前には選挙

カーを使いました。そして今回は使いませんでした。

投票総数は減っているにもかかわらず、その人は前

回よりも獲得した票が多かったわけでございます。

ということは、選挙カーをやめても減るどころか増

えてしまったと、やめたら増えるっていう法則はな

いと思うんだけど、要するに使わないということが

決定的に不利な状況にはならないということが、あ

る意味では証明されたんだと思います。 

 そして、１人の新人の方は歩いてあちこちを回り

ました。あちこち回ったことはよく分かりますが、

選挙カーは全く使わなかったわけでございます。 

 私も選挙カーを使いましたが、私は連呼をやめま

した。そして、五、六百メートルごとに止まって、

３分から５分しゃべるという政策を訴える手段とし

て選挙カーを使うということを決めて、４年前も今

年もそのやり方をいたしました。しかし、１日に１

回ぐらいは、その大きなスピーカーはやめてくれと、

子供が寝てるからと言って飛んでくるお母さんが１

日に１人ぐらいいらっしゃいます。あるいは、夜勤

で寝てんだから、あれは奥様かもしれません、旦那

が寝てると、だからもう静かにしてくれと、あっち

へ早く行ってくれというふうに言う人、このような

人と１日１回ぐらいは会うわけであります。そうい

う意味では、選挙カーなしで堂々と上位当選すると

いうことを考えたら、これは使う使わないは自由で

はありますが必須のものではない。必須、これがな

かったら選挙に対して物すごく不利になるという状

況があるから、公費負担をするんだと思うんです。

必須でないけれども公費負担をするという理由は、

私は見当たらないと思うんですけれどもその辺につ

いて、選挙カーというのは私は必須でなくなったと

いうことを、２人が証明してくれたような気がする

んですが、その考え方はいかがでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 そういった御意見もあるということで、お伺いし

ていくということでお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） 分かりました。そのような意

見があるということを聞いたので、そのような意見

が多くなれば考えると、このように前と同じような

回答をいただいたんだと思います。 

 それでは４番目に移りたいと思います。 

○議長（馬場 衛） どうぞ。 

○８番（三上 元） 選挙の公費負担の２つ目は、

ビラといいましょうか、チラシとどちらかの言い方

であると思いますけれども、それとはがきの公費負

担であります。 

 候補者の考えを市民に伝える目的で、選挙公報が

存在しております。これをさらに充実させることで、

ビラやはがきへの公費負担を減額するという考え方

も一案かもしれません。そうしたら、自分でチラシ

をつくる、はがきを出すということに対しての負担

がなくなるが、はっきり公費負担で選挙公報が充実

しているということになれば、それも一つの手かも

しれないというふうに考えますが、そのような考え

方を当局はお持ちでしょうか。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 先ほどと同じような回答になってしまいますが、

選挙公報、それからビラ及びはがきの効果と獲得し

ました票数っていう関係性がよく分かりませんので、

ビラ及びはがきを使用するかどうかは、やはり候補

者の考え方次第によるところがあると思います。 

 したがいまして、公費負担が不要であるとの皆様

からの機運が、これも高まりましたら検討したいと

考えております。 

 以上でございます。 
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○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） 回答、違う項目ではあります

が、似たような回答を今回もいただきました。 

 ２人の上位に当選した新人の方は、全市的にはほ

とんど知名度がなくて、その限られた地域あるいは

限られた職場では知名度はあったんでしょうが、そ

れほどいわゆる高い知名度のない方が２人とも、半

分より上で当選をいたしました。 

 １人の方はビラ、またはチラシをフルに活用して

おりましたので、私の友達からも「また、何々さん

のチラシが入っていたよ。内容は違っているけれど

もすごい熱心な宣伝活動をしているね」と、これを

選挙中じゃなくて選挙前の講演会活動のときでござ

います。講演会活動でいっぱいそれを使っていたと

いうことを考えますと、いわゆるビラ・チラシの類

いというのは、効果が十分あるなというふうに思い

ますが、それは私の年代を中心とした65歳を超える

人たち、これはまさにそうだと思うんですが、チラ

シやビラに頼らない活動をして上位当選したもう一

方の方に関しては、インターネット等を通じたのと

歩いたぐらいですから、ほとんど私と同世代のメン

バーは、その上位当選した方の名前も、はっきり選

挙活動が始まってポスターが貼り付けられるまで知

らなかった。こんな人が出るんだなと、そうしたら

その人が極めて高い上位で当選したことについて、

その私の友達はびっくりしたわけでございます。ど

んな宣伝をしたんだろうか、このことは年代の高い

人にはチラシやビラやはがきは極めて有効であるけ

れども、そうでない若い世代の人たちはあまり紙を

見ないという世代になっておりますので、インター

ネット等の紙でない手段でＰＲする。両方とも有効

であることは間違いないが、はっきり世代間の分担

をされているかのような考え方が判断として働くよ

うな気がするわけでございます。 

 そういう意味で、私はビラやはがきがなくなった

ほうがいいとは思いませんけれども、どんどんこの

ウエートが減っていくということを考えたときに、

新しい時代に対応する形としていわゆる市の負担で

あるコストを減らす一方で、選挙公報を充実させる

という方向もあるのではないのかなというふうに、

すぐにはないけれども時代がそのような方向に変わ

っているということを、このビラとはがきに関して

も感じる次第でございます。大きな時代の流れとし

ては、そういう方向にありそうだなという認識は当

局にあるのかどうか、もう一度お伺いしたいと思い

ます。 

○議長（馬場 衛） 総務部長。 

○総務部長（田内紀善） お答えします。 

 そういった御意見も、三上議員のおっしゃる御意

見もあるということで、認識したかどうかって言わ

れますと、特に認識のほうはあまりなかったとは言

えると思いますが、御意見として十分お伺いして今

後の検討としていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（馬場 衛） 三上 元君。 

○８番（三上 元） ありがとうございます。認識

はなかったかも、そうかもしれないというふうに回

答があったというふうに理解したいと思います。 

 私は、今回の選挙、ほかの市の実は友達からも

「びっくりするようなことが湖西市で起きたらしい

ね」ということを電話をする人がいて、そうか、そ

れほどびっくりすることが起きたんだなということ

を感じましたので、時代の変化、選挙の在り方もこ

んな形で変わってきたんだなと思ったので、ちょっ

と早過ぎる時代認識かもしれないと思いながら、時

代感覚に敏感な当局でありますので、そのような感

じをお持ちになっているのではないかと思った次第

でございます。 

 私の趣旨は、繰り返しになりますが選挙のやり方、

選挙の効果ある活動というのが時代の変化とともに

大きく変わろうとしていることを、この春の選挙は

知らしめたんだということを感じておりますので、

そのことを最後に申し上げて私の質問を終わりたい

と思います。ありがとうございました。 

○議長（馬場 衛） 以上で、８番 三上 元君の

一般質問を終わります。 

 これをもちまして、本日予定しておりました一般

質問を終わります。 

───────────────── 

○議長（馬場 衛） 以上で、本日の日程は終了い
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たしました。本日はこれにて散会いたします。お疲

れさまでございました。 

午後１時38分 散会 

───────────────── 


